
小学校プログラミング教育「コアカリキュラム」（浦添市）について

（１）小学校段階のプログラミング教育に関する学習活動の分類について
今回のカリキュラムを作成するにあた

り具体的に計画する際に「未来の学びコ
ンソーシアム」のホームページを参考に
した。そこでは例えば A 群は学習指導
要領に例示されている単元等で実施す
るもの（ 5 年 算数 図形（多角形の内角
の和）６年理科電気の利用などが掲載さ
れている。 B 群は学習指導要領に例示
されてはいないが、各教科等での学びを
より確実なものとするための学習活動と
して実施するものとされている。

（２）コアカリキュラムについて
プログラミングを教科の学習指導要領

に取り組むには、新学習指導要領に沿
った授業カリキュラムが欠かせない。
浦添市では自治体として均一の教育

を提供するためにも、今回、分類された
A、B群に注目し、スタンダードモデルカ
リキュラム（コアカリキュラム）の作成をし
た。例示している通り、各学年で１科目、
１教材を検討している。
平成 31 年度から、浦添市のすべての

小学校で先行実施され、状況に合わせ
て改善・更新の方向で検討している。
児童の発達段階に合わせて、 1 ・ 2

年はコンピュータを使わないアンプラグ
ド。 3 ～ 5 年はビジュアルプログラミング言語の「 Scratch 」、 6 年は市販教材と段階的に難
易度を上げていく仕組みを提案する。

（３）オリジナルカリキュラムについて
また、共通で実施するコアカリキュラ

ムだけでなく、各学校が任意で取り組む
オリジナルカリキュラムも同時に考えて
いる。実施は各学校の裁量にゆだねら
れるが、ここには、アンプラグドを含めた
多彩な教材を活用した指導事例を発
信、共有していく。


